
今月の聖句

　今回はガルトゥングの平和理論に基づく紛争解決学

の入門ワークショップを開催しました。講師は大阪女

学院大学の奥本京子さん。東北アジア地域平和構築イ

ンスティテュート（NARPI）の運営メンバーでもあり、

日本だけでなく韓国や中国、モンゴルなどの参加者と

共に平和構築トレーニングをされています。

　平和学の第一人者であるヨハン・ガルトゥングは暴

力を「直接的・構造的・文化的」の三段階に分けまし

た。そして単に軍事力（＝直接的暴力）を抑えるだけ

でなく、社会的な不平や偏見（＝文化的・構造的暴力）

を解消することが、持続可能な平和への不可欠な道で

あると説きました。また社会に生じる様々なコンフリ

クト（対立・紛争）を、相互理解を深化させる対話の

チャンスとして捉え、紛争の非暴力による創造的な解

決方法を探る「トランセンド法」を提唱しました。

　ワークショップでは、会場参加者全員で想像上の

ボールをパスしあうアイスブレークから始まり、4 人

程のグループで「愛」や「平和」、「暴力」などのキー

ワードを表現する「イメージシアター」を体験しまし

た。たった 10 カウントの間にグループ内でイメージ

を共有しあうためには、言葉で長々と説明している時

間はなく、とにかく体を動かしながら、互いの意図を

くみ取りあうアンテナが必要と感じました。

　そして後半では、トランセンド法についてのグルー

プワークを行いました。「7 歳くらいの子どもたち 2
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人とオレンジが 1 個あるとして、このオレンジをめ

ぐって子どもたちはどんなことをするでしょう」とい

う問いについて 5 人程度のグループで話し合います。

半分こする、ジャンケンで決める、大人にオレンジケー

キを作ってもらう、キャッチボールをする、物々交換

の旅に出る、種を取り出して植えるなど、様々な意見

が出されました。1 つのオレンジを分ける以外に、た

くさんの可能性を思いつきました。奥本さんは領土を

めぐって対立する国同士に置き換えて考えたらどうで

しょうかと語ってくださいました。実際にガルトゥン

グが調停に関わったエクアドルとペルーの国境地域を

めぐる紛争では、両国で共同管理する自然公園を作る

ことで解決しています。「国境線をどこに引くか」と

いう対立を鮮やかに転換した事例です。

　ワークショップに参加して一番強く感じたのは私た

ちのもつ想像力の可能性の大きさでした。近代国家と

いう枠組みも、今なお人々を分断する力をもつ「人種」

概念も、文化的産物、つまりは想像の産物です。もし

分断や対立をもたらすのが想像の力だとしたら、それ

をトランセンド、超えていくのもまた私たち自身の想

像力ではないかと勇気づけられます。そしてガルトゥ

ングの説いた 3 つの暴力を考えるとき、私たちＹＷ

ＣＡの日々の活動は、直接に武力紛争を止めるもので

はなくても、持続可能な平和を作り出すための不可欠

な活動なのだと感じられました。

　　　　　　　　（平和集会実行委員会　六車絵梨子）

平和のつくりかた平和のつくりかた
想いとカタチをつなぐワークショップ

身体を動かしてワークを行いました
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目を上げて、わたしは山々を仰ぐ。
わたしの助けはどこから来るのか。

わたしの助けは来る
天地を造られた主のもとから。

（詩編 121 編１、２節）

２月 11日（祝・水）名古屋ＹＷＣＡビッグスペース
参加：会場２７名、オンライン１０名

繋がりあう力を培い、
新たな活動を共に創り出す
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2025 年度　全体集会

　

開
会
礼
拝
で
は
、
日
本

キ
リ
ス
ト
教
団
蘇そ

は

ら原
教
会

牧
師
の
川
上 

野
ゆ
り
さ

ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
友
の

パ
ン
を
求
め
て
戸
を
た
た

こ
う
」
で
、
友
の
求
め
を

自
分
の
こ
と
と
し
て
向
き

合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
、
神
の
言
葉
を

通
し
て
語
ら
れ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
部
の
報
告
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
難
民
の
子
ど
も
た
ち
の
絵
画
展
開
催
の
ほ
か
、
平

和
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
ユ
ー
ス
を
中
心
と
し
た
他

団
体
「
フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
協

力
な
ど
、
新
た
な
活
動
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
伝

え
ら
れ
た
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
基
盤
部
会
、
青
少

年
部
会
、
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
が
、
長
年
続
い
た
「
手
芸
グ
ル
ー
プ
」
の
解
散
は

残
念
な
知
ら
せ
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
来
年
度
は
日
本

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
ロ
ー
カ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン

（
Ｌ
Ａ
）
「
戦
争
体
験
の
継
承
を
考
え

る
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ

Ａ
と
協
働
で
参
加
す
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

　

会
計
報
告
に
続
き
協
議
と
な
り
、

二
〇
二
六
年
度
の
活
動
目
標
は
、
今

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
意
識
に
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
も
含
め
、
引
き
続

き
「
繋
が
り
あ
う
力
を
培
い
、
新
た

な
活
動
を
共
に
創
り
出
す
」
が
提
案

さ
れ
、
事
業
計
画
案
、
予
算
案
と
と

も
に
可
決
さ
れ
た
。

３月７日（土）　参加：会場 31 名、オンライン 7 名、陪席１名、委任状６４名

ボランティア活動保険の加入手続き
　2026 年度も愛知県社会福祉協議会のボランティア活

動保険の加入手続きの取りまとめを行います。希望の方は

この機会にお手続きくださるよう、グループメンバーにお

勧めください。

　取りまとめ締切は４月 18 日（土）（補償期間は 5 月 1

日から）です。　　　　　　　　　　　　　　担当：吉澤

　

日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
「
ウ
ェ
ブ
会
員
」
に
つ
い
て
も

説
明
が
あ
り
、
近
く
に
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
が
な
い
人
な
ど
、

広
く
会
員
を
募
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

休
憩
の
あ
と
、
そ
の
他
の
活
動
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
り
、
２
年
目
を
迎
え
た
名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
学
院

高
等
学
校
国
際
コ
ー
ス
（
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｉ
Ｃ
）
が
金
城
学

院
と
提
携
を
結
ん
だ
こ
と
、
文
部
科
学
省
委
託
事
業

の
認
定
日
本
語
教
育
機
関
活
用
推
進
事
業
を
受
託

し
、
多
文
化
共
生
社
会
の
担
い
手
を
育
む
た
め
の
活

動
を
行
っ
た
こ
と
、
ま
た
日
本
語
教
師
養
成
講
座
が
、

新
た
な
日
本
語
教
師
資
格
制
度
の
準
備
の
た
め
休
止

し
て
準
備
を
進
め
て
い
る
こ
と
、
日
本
語
学
校
が
認

定
日
本
語
教
育
機
関
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
報

告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
次
期
の
総
幹
事
は
、
事
務
局

長
と
総
幹
事
の
仕
事
を
分
け
、
２
人
で
担
う
こ
と
に

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
た
。

　

後
半
の
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
で
は
、
出
欠
は
が
き
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
あ
っ
た
「
今
、
関
心
の
あ
る
社
会
課

題
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
各
グ
ル
ー
プ
で
課
題
を

書
き
出
し
た
と
こ
ろ
、
平
和
に

関
す
る
課
題
が
多
く
出
た
。
そ

し
て
、
女
性
の
社
会
進
出
を
進

め
る
た
め
の
制
度
が
整
っ
て
い

な
い
こ
と
や
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

に
対
す
る
理
解
不
足
、
外
国
人

の
学
生
や
生
徒
た
ち
と
の
交

流
、
高
齢
女
性
の
助
け
に
な
る

活
動
な
ど
、
出
さ
れ
た
課
題
を

名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
こ
れ
か
ら

の
活
動
に
繋
げ
る
こ
と
を
考
え

て
い
く
。

　
　
　
　

（
書
記　

下
方
夕
子
）

2026 年度 運営委員会

運営委員長　　　松村 真理子

副運営委員長　　二宮 由布子

　　　　　　　　三上 奈桜

運営委員　　　　後藤 尚子

　　　　　　　　武藤 さくら

　　　　　　　　吉田 益美

◆部会・グループ選出運営委員

　キリスト教基盤部会　六車 絵梨子

　青少年部会　　増井 さとみ

　グループからの選出なし

候補者選考委員　

　堀尾 純子、三宅ゆかり、横澤 生子
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会場の様子

　新年度を迎えました。名古屋ＹＷＣＡの活動を支える

ために会費の納入をお願いします。同封の振替用紙（送

金手数料無料）をご利用いただくか、または直接 2 階

受付へお越しいただき、7 月末までにお納めください。

金額等については同封のお知らせをご覧ください。

　ＹＷＣＡの活動を支える維持費の制度もあります。会

費に加えて 1,000 円以上の任意額のご協力をお願いい

たします。

　2025 年度分が未納の方は４月末までに納入をお願

いいたします。　　　　　　　　　　　　担当：吉澤

2026 年度会費納入のお願い

川上 野ゆりさん



　最初の勉強会はこのようにして始まった。音声訳グ

ループで活動していた母が録音した「沈黙」や「御宿

かわせみ」を聞いて活動に興味を持ったのがきっかけ

だったが、聞くことと、読み上げ、録音することとの

間には大変な隔たりがあることが分かってきた。

　地図を眺めることと実際に山に登ることとはまるで

名古屋ＹＷＣＡ創立の日

懐かしいフォークソング「ゼンザーズ」

２月 14 日（土）

音声訳に取り組んで思うこと

グループ活動紹介音声訳グループ

大槻千春

音声訳グループ　例会

別物であるというのと同じように。最寄り駅に降り立ち

２時間ほど坂道を歩いた末にやっと登山口の標識を見つ

けた。今の私はそんな感じかもしれない。

　本は未知なる世界への扉。本は、言葉は、心を照らす

灯火。そんな灯りを運ぶお手伝いができたらいいなと

思っている。

第 1 火曜日　13:30 ～ 15:30

93 回目のバースデー
　名古屋ＹＷＣＡの 93 回目の

バースデーを祝うイベントを開催

しました。100 周年までのカウ

ントダウンはさることながら、ふ

だん出会うことのない会員同士が

顔を合わせて楽しく交流する機会

を作ろうと企画しました。

　最初に音声訳グループの活動の一つ、絵本の録音図書を

紹介しました。今回朗読した絵本『チーコのくれた宝物』は、

日本語と英語で書かれているので、メンバー２人が

それぞれのパートを読みました。グループ活動「歌

の会ラルゴ」は、ウクライナの「鳥の歌」、長崎の被

爆クスノキを歌った「クスノキ」など心に残る曲を

コーラスし、また、今回のゲスト、会員の長橋美保

さんが同級生と活動するフォークソングバンド「ゼ

ンザーズ」のステージでは、なつかしい青春のフォー

クソングを次々と披露。会場が一体となって一緒に

に歌いました。最後の「みんなで踊ろう盆ダンス！」では、マイケル ジャクソン

の「スリラー」を楽しく踊りました。

　「おいしいね部」が腕を振るった「鬼まんじゅうと甘酒」、おいしいお菓子、コー

ヒースタンドのコーヒーは今回も人気でした。

　また、このような楽しいイベントを企画したいと思います。（参加 43 名）　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報ファンドレイジング委員会）

音声訳グループの朗読 歌の会ラルゴ

みんなで盆ダンスを踊る

鬼まんじゅうと甘酒セット

勉強会で文章を読む大槻さん（右）

「なにぬねのと言ってみてください」と先生がおっしゃる。

「なにぬねの」と私。

「にゃににゅにぇにょと聞こえますねぇ」
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名古屋ＹＷＣＡのキャラクター「きふっち」の LINE スタンプ販売中！

http://line.me/S/sticker/1288156　または「Kifuchie」で検索してください。



2026 年

６月６日（土）
　    ８日（月）

vol.９

７日（日）
は

お休み

もう読まない本を寄付してください

・名古屋ＹＷＣＡ２階受付へお届けください。
　募集期間：４月１日～５月 30日
・百科事典、週刊誌はご遠慮ください。

絵本
マンガもＯＫ！

６日 ( 土 )11 時～ 15 時 　８日 ( 月 )10 時～ 13 時

次はあなたに読んでほしい

古本市

広報ファンドレイジング委員会

テーマ：鬼平犯科帳
文学カフェ 11:30～15:00６

（土）

平蔵も唸る、 江戸の味
うな

　この聖句を読むと、讃美歌 21 の 424 番「美し

い大地は」の 3 番を思い出す。「種蒔く者が飢え、

刈り取る者が痩せ、紡ぐ者がふるえ、貪る者が富む。

ためいきの大地を　神は見過ごさない。この大地す

べては、みんなの持ち物。」

　この讃美歌を歌いながら、戦禍に生きている方々

を想い、胸が詰まる。戦争さえなかったら、という

叫びは今も続いている。持たざる者はいかにして生

き延びることができるのか。

　山城知佳子さんというアーティストがいる。彼女

が発表した「リコーリング（ス）シアトリカル・バー

ジョン 2025」では沖縄の歴史、悲しみ、今の危

機が重層的に描かれていた。作品の一場面に海中

に結わえられた数本のマイクが沈んで行き、海底に

立ち続ける場面があった。沖縄の海に沈んだ無数の

人々の声を聴こうと促される場面だった。

　詩編の作者たちの時代にも、涙と共に種を蒔きな

がら、収穫の恵みに与
あずか

ることができなかった人は多

かったはずだ。戦争のために収穫が台無しになり、

あるいは敵に奪われたこともあったろう。今のよう

に気候変動や災害によって収穫できなかった時も

あったかもしれない。それでも屈することなく種を

蒔いた人々によって、子孫たちは生きる糧を手にで

きた。

　イエスは涙と共に愛の種を蒔いた。イエス自らは

その恵みに与ることができなかったのに、愛の種を

蒔き、その業によって弟子たちを生かし、私たちも

その恵みに与っている。希望を失わずに種を蒔き続

けた人々の愛が、私たちを生かしてくれている。「神

は見過ごさない」との希望を持ち、時代に先んじて、

平和の種を蒔き続けた先輩たちの姿を懐かしく思い

出す。

「涙と共に種を蒔く人は　喜びの歌と共に刈り入れる。」　
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◯聖書に聞く
島しづ子（日本基督教団うふざと伝道所牧師）

104

詩編 126 編 5 節



2026年度キリスト教基盤 読書会

毎月第 3 火曜日　14:30 ～ 16:00

参加費 300 円（お茶、お菓子つき）

参加希望の方はご一報ください。 主催：キリスト教基盤部会

多様性や人権が語られる反面、新たな形

の差別や偏見が社会をむしばむ。そんな

時代を生きる若者たちに、大人は何を伝

えられるだろう。反差別と多文化共生教

育に取り組む２人からのメッセージ。

参加者が語りあう読書会です。

教会に   おじゃましま～す⑦ 日本基督教団 金城教会
名古屋市東区代官町２２−１２

　

一
八
九
三
年
に
ア
メ
リ
カ
の
宣
教
師
に
よ
っ
て
始
め
ら

れ
た
金
城
教
会
は
、
一
三
〇
年
以
上
東
区
で
伝
道
を
続
け

る
長
老
派
の
伝
統
を
持
つ
教
会
で
す
。
隣
接
す
る
「
明
星

幼
稚
園
」
も
創
立
一
一
〇
年
を
超
え
ま
し
た
。
空
襲
で
す

べ
て
を
焼
失
し
た
名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
が
、
終
戦
の
翌
年
、

当
時
の
樋と

い

だ田
豊
治
牧
師
の
妻
、
ケ
イ
さ
ん
が
中
心
に
な
っ

て
活
動
を
再
開
し
た
の
が
こ
の
幼
稚
園
で
、
私
た
ち
と
つ

な
が
り
の
深
い
場
所
で
す
。

　

現
在
の
牧
師
、
木き

し

た

よ

し

や

下
喜
也
さ
ん
は
二
〇
〇
七
年
に
赴
任

さ
れ
十
九
年
目
。
「
こ
の
教
会
の
歴
代
牧
師
は
み
ん
な
長

い
ん
で
す
よ
」
と
の
こ

と
で
す
。

　

金
城
教
会
の
特
徴
の

一
つ
は
、
日
曜
日
に
九

時
礼
拝
、
朝
礼
拝
（
十

時
半
）、
夕
礼
拝
（
十
九

時
）
と
三
回
の
礼
拝
が

あ
る
こ
と
で
、
夕
礼
拝

は
、
仕
事
な
ど
で
午
前

の
礼
拝
に
出
ら
れ
な
い

他
の
教
会
の
方
も
参
加
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

木
下
牧
師
は
、
歩
く
こ
と
が
大
好
き
。
し
か
も
、
散
歩

な
ど
と
い
う
物
で
は
な
く
、
「
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
歩
く

の
が
い
い
」
と
長
距
離
を
一
人
で
歩
く
そ
う
で
、
目
標
は

ス
ペ
イ
ン
徒
歩
巡
礼
。
今
は
時
間
を
見
つ
け
て
は
旧
東
海

道
を
歩
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
が
好
き
な

木
下
牧
師
は
、
時
間
が
あ
る
と
隣
り
の
幼
稚
園
へ
行
き
「
子

ど
も
た
ち
と
遊
ぶ
の
が
私
の
安
息
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

ど
の
教
会
も
悩
み
は
信
徒
の
高
齢
化
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
木
下
牧
師
は
、
月
一
回
の
ワ
ン
コ
イ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
な
ど
、

試
行
錯
誤
を
重
ね
て
、
若
い
人
に
も
教
会
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

元
旦
は
教
会
の
伝
道
開
始
記
念
日
の
た
め
、
毎
年
礼
拝

を
し
ま
す
が
、
「
家
に
帰
っ
て
も
お
一
人
」
と
い
う
人
に

残
っ
て
も
ら
い
、
み
ん
な
で
「
み
そ
お
で
ん
」
を
囲
ん
で

昼
食
を
一
緒
に
楽
し
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

今
年
四
月
に
は
、
香
港
か
ら
宣
教
師
を
迎
え
ま
す
。
香

港
の
教
会
と
の
交
流
な
ど
、

ま
す
ま
す
活
動
が
広
が
り
ま

す
。　

牧師の木下喜也さん

スイーツが好きで、自分でチーズ

ケーキを焼くこともあるそうです

ヘイトをのりこえる教室（大月書店）
風巻 浩 ( 著 )、金 迅野 ( 著 )
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理事長　井手 　宏

医療法人財団 愛泉会

愛知国際病院  院長 太田信吉
診療科：外科・消化器科　内科　整形外科

　　　　皮膚科　胃腸科　リハビリテーション

　　　　循環器科　リウマチ科

　　　　肛門科　神経内科

老人保健施設　愛泉館
施設長　井手　宏

〒470-0111　愛知県日進市米野木南山 987-31

愛知国際病院　0561-73-7721

ホスピス　0561-73-3191

訪問看護ステーション　えまい　0561-73-8154

老人保健施設　愛泉館　0561-74-1711

有料老人ホーム　カナン　0561-74-8260

日進市東部地域包括支援センター　0561-74-1300

指定居宅介護支援事業所愛泉館　0561-74-1341



短期講座「英語音まねレッスン」を

開講しました

　

昨
年
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
Ｃ
Ｍ
が
話
題
に
な
っ
た

と
い
う
。
十
二
月
の
あ
る
日
、
小
学
校
で
人
権
集

会
の
講
演
を
し
た
。
テ
ー
マ
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
。
私
も

ラ
ン
ド
セ
ル
か
ら
話
に
入
る
。
つ
か
み
、
Ｏ
Ｋ
。

イ
ラ
ス
ト
を
見
せ
、
「
ど
の
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
が

す
き
？
」
。
質
問
に
応
え
て
く
れ
た
児
童
は
、
使
っ

て
い
る
の
は
好
き
な
色
で
中
間
色
。
小
三
の
女
の

子
は
パ
ー
プ
ル
、
小
五
の
男
の
子
は
ミ
ド
リ
。
男

の
子
色
・
女
の
子
色
の
意
識
は
弱
く
、
二
つ
に
分

け
て
み
て
、
「
こ
れ
で
な
け
れ
ば
だ
め
と
言
わ
れ

た
ら
ど
う
思
う
？
」
と
聞
く
と
、
女
子
も
男
子
も
、

も
や
も
や
す
る
、
な
ん
か
嫌
、
自
分
の
好
き
な
色

が
い
い
と
主
張
。
下
校
時
の
子
ど
も
た
ち
の
ラ
ン

ド
セ
ル
は
、
明
る
い
ベ
ー
ジ
ュ
、
深
い
グ
リ
ー
ン

系
、
中
に
は
シ
ル
バ
ー
の
子
も
。
も
は
や
赤
や
黒

の
子
ど
も
は
、
ほ
ぼ
い
な
い
。
職
業
に
つ
い
て
も

低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
は
全
く
男
女
差
を
指
摘
し

な
か
っ
た
。
女
の
子
も
男
の
子
も
〝
な
ん
に
だ
っ

て
な
れ
る
！
〟
意
識
が
定
着
し
て
き
て
い
る
？

　

子
ど
も
た
ち
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
感
性
は
解
放
さ

れ
て
き
て
い
る
と
実
感
。
校
長
先
生
の
現
場
感
覚

で
も
、
保
護
者
も
子
ど
も
も
、
男
女
の
〝
ら
し
さ
〟

に
縛
り
が
な
く
な
っ
て
き
た
と
話
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
の
柔
軟
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
イ
コ
ー

ル
感
覚
を
、
大
人
が
ゆ
が
め
な
い
よ
う
に
育
て
て

い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
加
藤
佐
紀
子
）

の開け方や顎の使い方などを丁寧に教えていただきま

した。耳で聴くだけでは気づきにくい専門的なポイン

トもたくさん学ぶことができました。

　受講した方からは、「独学では気づけなかった音の

ルールがわかり、まさに目から鱗でした」「単語同士

の音の繋がりを知り、リスニング力も向上した」「オ

ンラインでも違和感なく受講できた」などの感想をい

ただきました。

　英語圏の小学校でも導入されている音声学習法

「フォニックス」の要素を取り入れたこのレッスンは、

発音ルールを学んで繰り返し練習することで、英語を

話す楽しさと自信につながることを実感できる貴重な

時間になりました。今後も、このような実践的な学び

の場を大切にしていきたいと思っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（轡田容子）

寄付キャンペーン
＊私たちの活動は、みなさまの寄付で支えられています＊

５月 　サポート校
詳細はロビーの掲示板、ホームページをご覧ください

サポート校：名古屋ＹＷＣＡ高等学院国際コース

女
の
子
も
男
の
子
も
〝
好
き
〟
が
一
番

　1 月から 3 月にかけて、市川ちづる先生を講師に

お迎えし、短期講座「英語音まねレッスン」を６回開

講しました。市川先生とはオンラインで繋ぎ、受講生

の皆さんは教室で授業を受けるスタイルでした。

　レッスンでは、まず〝音まね〟の意味を確認し、ア

ルファベットの発声練習からスタート。市川先生は「英

語は実践が大事。口の筋肉が覚えるまで繰り返し練習

しましょう」と話し、何度も声に出して練習しました。

アルファベットの発音だけでなく、有声音・無声音・

破裂音の違い、同じ音に聞こえるアルファベット、口

「ネイティブ英会話」や「学びなおし」「音まねレッ

スン」「英語で科学を学ぶクラス」など多彩なク

ラスがあります。

４月末まで入学キャンペーンを実施中です。

詳細はお気軽にお問い合せください。

受講生 募集中
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語学・教育部



　名古屋ＹＷＣＡの日本語教師養成講座を卒業して、初

めて「外国にルーツをもつ子どものための日本語教室（グ

ローバルスクール）」の小中学生クラスを見学したのは、

コロナウイルスが落ち着き始めた 2020 年秋でした。

アクリル板を挟んでボランティアの先生と向かい合って

勉強する子どもたちの姿は印象的で、子どもは、どんな

子でも機会があれば学びたいんだ、と感じました。

　今、小中学生クラスには中国、フィリピン、ネパール

などから 16 名が在籍しています。何を勉強するかは子

ども次第。宿題やテスト勉強に取り組む子、日本語を勉

強する子、総合学習の発表をまとめる子もいます。楽し

そうに学校の話をしてくれる子もいれば、まだまだ日本

語ができずに孤立しているのでは、と心配になる子もい

て、数学が苦手でオールマイティな教師とは言えない私

ですが、参考書と記憶と経験（？）を頼りに奮闘してい

ます。

　受験シーズン、中 3 の希望者には面接の模擬練習が

　トルコで人の家を訪問する人は、家族が多いです。訪

問の意味はとても大切です。家へ来る人はいいことも

持ってきます。そのため家の人はおいしくて、美しい食

べ物を用意したり、家をきれいにします。

　初めてお客様が来た時、お互いに抱き合って、ほおに

キスします。年上の人には手にキスします。トルコの家

はお客様のために大きいです。テーブルもソファも大き

い物が選ばれます。12 ～ 15 人ぐらい座ることができ

ます。料理も大切です。とても高い料理を作ります。外

で買うことはダメです。日本の家族はよくスーパーで買

います。日本の家は家族の生活を中心に考えて作られて

いることが多いです。

　トルコは、お客様と料理を食べながら話します。お客

様は他の人の家へ行く時、よく

甘い物を買っていきます。ご飯

が終わったら、みんなはソファ

に座って甘い物を食べてお茶を

飲みます。トルコはお茶をよく

飲みます。朝から夜まで特別な

ポットでお茶を沸かしています。日本では人の家を訪

問した時、ご飯を食べてすぐ帰ります。みんなで話す

ことはトルコより少ないです。

　また、トルコではお客様が家へ帰る時、家の人はお

客様に水をかけます。それには、水のように行き、水

のように帰りますように、安全に行き、安全に帰りま

すようにという意味があります。日本ではそのような

気持ちを表すことが少ないですから、さびしいです。

でも主人は家族をよく家に呼びます。その時とてもう

れしくなります。　　　　　　　　　　（原文のまま）

行われます。模擬面接官を前に、緊張の面持ちで中学

の思い出や、高校でやりたいことなど、想定質問に答

える子たち。日本人でも緊張する初めての入試を、皆、

一生懸命乗り越えようとしています。「日本語が上手

になって母親の仕事を手伝いたい」「キャビンアテン

ダントになりたい」「人を助けたいから消防士か医師

になりたい」。日本人とは異なる文化で育ち、家庭環

境も考え方も違いますが、個性豊かな外国人ルーツの

子どもたち。彼らの描く夢が、大きく広がっていくこ

とを願ってやみません。

　今年度も多くの子どもたちがそれぞれの進路を決め、新

しいスタートを迎えました。

　教室での学びを力に、それぞれの場所で一歩ずつ歩んで

いってくれることを願っています。

　引き続き、温かいご支援をよろしくお願いいたします。

専門学校 1 名、高校 28 名（内、NYAIC 
2 名）、日本語学校 1名（３月５日現在）

楽しく勉強を教える花島さん（左）
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日本語学校

日本語教師養成講座

J2' イライダ（トルコ）訪問する文化

グローバルスクール
グローバルスクールスタッフ

花島敦子



寄付のお願い
名古屋ＹＷＣＡの活動は、みなさまのご寄付と会員の働きで支えられています。

みなさまのあたたかいご支援を心よりお願いいたします。

@nagoyaywca @nagoya_ywca nagoyaywca

郵便局の払込用紙をご利用ください。

振込み手数料はご負担ください。

口座番号：00820-0-47814　　

加入者名：公益財団法人名古屋ＹＷＣＡ

※通信欄に「○○へ寄付」と寄付先を

　ご記入ください。

※機関紙などにお名前を公表します。

　匿名を希望される方は「匿名」と

　お書き添えください。

郵便振替

クレジットカード決済
名古屋ＹＷＣＡホームページ

「寄付のページ」、またはＱＲ

コードからおすすみください。

名古屋ＹＷＣＡビル２階の受付で

お手続きください。

物品の寄付も受付けています。

詳細はお問い合わせください。

２階受付窓口 会員になって
いっしょに活動

しましょう

ＹＷＣＡでは、理念である「平和で人

権が尊ばれる社会の実現」のため、

会員が自主的に運営、

活動を実施して

います。

詳細はお問い合わせ

ください。

２階ロビー販売

 第２金曜 

11:30 ～ 13:15

ひょうたんカフェ
 第２、４火曜 

11:00 ～ 13:30

MO － YA － CO 

おからドーナツ、

手織り製品など

焼き菓子、

シュークリームなど

変更の場合があります

寄付キャンペーン
＊私たちの活動は、みなさまの寄付で支えられています＊

４月 　名古屋ＹＷＣＡ全体へ
詳細はロビーの掲示板、ホームページをご覧ください
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【
一
月
】〈
報
告
〉
①
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

②
二
〇
二
五
年
度
十

月
～
十
二
月
事
業　

③
二
〇
二
五
年
度
四
月
～
十
二
月
会
計

④
運
営
委
員
会　

⑤
不
動
産
賃
貸
事
業
・
会
館
管
理　

⑥
人

事
委
員
会　

⑦
認
定
日
本
語
教
育
機
関
活
用
促
進
事
業

〈
協
議
〉　

①
二
〇
二
六
年
度
事
業
計
画
案　

②
二
〇
二
五
年

度
の
推
定
決
算
及
び
二
〇
二
六
年
度
予
算
案　

③
二
〇
二
五

年
度
全
体
集
会
報
告　

④
顧
問
弁
護
士
契
約　

⑤
顧
問
税
理
士
事

務
所
契
約　

⑥
二
〇
二
六
年
定
時
評
議
員
会　

⑦
日
本
語
教
師
養

成
講
座
に
お
け
る
学
習
管
理
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｍ
Ｓ
導
入

【
一
月
】〈
報
告
〉
①
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

②
理
事
会　

③

キ
リ
ス
ト
教
基
盤
部
会　

④
青
少
年
部
会　

⑤
平
和
集

会
実
行
委
員
会　

⑥
グ
ル
ー
プ　

⑦
会
員
状
況

〈
協
議
〉
①
ク
リ
ス
マ
ス
寄
付　

②
活
動
目
標　

③
全

体
集
会　

④
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
ウ
ェ
ブ
会
員
制
度

◉
新
入
会
員　

大
橋
清
美
、
人
見
マ
ヤ

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た　
（
以
下
、
敬
称
略
）

◉
指
定
寄
付
◉

＊
パ
ー
プ
ル
サ
ポ
ー
ト
へ
…
八
木
陽
子
、
岩
田
玲
子
、

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団 

南
山
教
会

＊
日
本
語
学
校
奨
学
基
金
へ
…
磯
村
美
保
子
、
横
井
邦
子
、　

匿
名
二
名

＊
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ク
ー
ル
へ
…
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
南
山
教
会
、

匿
名 

一
名

＊
サ
ポ
ー
ト
校
特
別
学
習
支
援
金
…
櫻
井
英
治
、
國
枝
京
子
、

岡
田
淳
子
、
横
井
邦
子

＊
２
．
11
平
和
集
会
（
寄
付
つ
き
参
加
）
三
十
名

＊
ス
ー
プ
キ
ッ
チ
ン
へ
…
磯
村
美
保
子
、
横
澤
生
子

〈
物
品
〉
名
古
屋
経
済
大
学
高
蔵
高
等
学
校
三
年
生

　

こ
こ
数
年
、
毎
週
末
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
試
合
観
戦
を
楽
し
み
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
中

学
で
バ
レ
ー
部
に
所
属
し
「
ブ
ル

マ
ー
」
を
は
い
て
顧
問
の
シ
ゴ
キ

に
耐
え
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
で
は

お
し
ゃ
べ
り
メ
イ
ン
の
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
。
現
在
は
観
る
専
門
で
、
プ

ロ
の
試
合
も
観
ま
す
が
一
番
の
推
し
選
手

は
部
活
で
頑
張
る
高
校
生
の
息
子
で
す
。

　

ス
タ
メ
ン
で
キ
ャ
プ
テ
ン
を
任
さ
れ
た

充
実
の
中
学
時
代
が
終
わ
る
と
高
校
で
は

控
え
選
手
で
副
キ
ャ
プ
テ
ン
に
降
格
、
親

子
で
葛
藤
の
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
イ
ケ
メ
ン
と
思
っ
て
い
た
監
督
が

普
通
に
思
え
た
ほ
ど
。

　

そ
ん
な
私
の
心
を
軽
く
し
て
く
れ
た
の

は
日
本
語
学
校
の
あ
る
学
生
さ
ん
で
す
。

息
子
と
同
世
代
の
彼
女
が
日
本
で
苦
労
し

た
時
ど
う
気
持
ち
を
切
り
替
え
た
か
、
マ

マ
は
大
好
き
だ
け
ど
干
渉
さ
れ
過
ぎ
は
嫌

な
も
の
よ
、
と
。
あ
と
数
か
月
で
部
活
も

引
退
で
す
。
推
し
の
巣
立
ち
を
見
守
り
、

私
も
新
し
い
趣
味
を
見
つ
け
よ
う
と
思
い

ま
す
！

　
　
　

（
日
本
語
学
校
受
付　

秋
田
直
美
）

◉
人
事
異
動
◉

■
採
用
（
二
〇
二
五
年
度
）

小
山
夏
恵
（
サ
ポ
ー
ト
校
専
任
講
師
）
四
月
一
日
付

鳥
居
優
子
（
日
本
語
学
校
受
付
パ
ー
ト
）
四
月
二
日
付

岩
瀬
多
美
子
（
サ
ポ
ー
ト
校
パ
ー
ト
）
四
月
八
日
付

上
田
知
寿
子
（
教
育
部
パ
ー
ト
）
五
月
十
日
付

イベントなどの内容が変更になる場合があります。

長
き
に
わ
た
る
お
働
き
を
終
え
、
天
に
召
さ
れ
ま
し
た
。

安
ら
か
に
憩
わ
れ
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。

【
訃
報
】（
二
〇
二
五
年
度
）

中
村
紀
子
さ
ん
（
一
九
六
三
年
入
会
）
三
月
十
八
日
逝
去

夏
目
と
よ
子
さ
ん
（
一
九
六
四
年
入
会
） 

七
月
十
二
日
逝
去

名古屋ＹＷＣＡ公式

2026 ～ 2027 年度

毎月第 2・第 4水曜日
　17:30 〜 20:00

女性たちの居場所

とまり木

女性限定／参加無料／出入り自由

名古屋ＹＷＣＡ 2階

グループ活動

キリスト教基盤講演会

共に生きるために、私はどう行動するか
　　　　　　　急増するヘイト社会の中で

6 月 27 日 ( 土 )13:30 ～ 15:00
参加費：1,000 円　寄付つき 1,500 円

読書会で読む、「ヘイトをのりこえる教室」の著者、

金迅野さんをお迎えして講演会を行います

講師：金迅野（キム・シンヤ）さん

場所：名古屋ＹＷＣＡ２階／オンライン

主催：キリスト教基盤部会
※読書会については５ページ参照
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